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令和５年度 第３回尾張旭市循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

令和５年１１月１４日（火）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１１時４０分

２ 開催場所

市役所南庁舎３階 講堂１・２

３ 出席構成員

千頭聡、尾川靖子、鶴田絹子、新田美得、市川隆之、鏡山雅臣、藤村育子

計７名

４ 欠席構成員

大川正喜、伊藤紀子 計２名

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境事業センター所長：遠藤裕倫、

環境課長補佐：林正信、環境課主事：飯田あゆみ

７ 議題等

（1） 次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の素案について

（2） その他
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８ 会議の要旨

事務局 定刻になりましたので、ただ今から「令和５年度第３回 尾張旭市

循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本日、大川構成員、伊藤構成員から欠席のご連絡を受けておりまし

たので、ご報告させていただきます。本日の出席者は、９名中７名で

ございます。

なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基

づき、傍聴を認めていること、また、本会議の内容については情報公

開の対象となることも、あわせてご了承いただきますようお願いいた

します。

本日の会議資料の確認から始めてまいります。

＜資料の確認＞

では、次第に沿って会議の進行を進めてまいります。

まず、次第１「座長あいさつ」です。千頭先生、お願いします。

千頭座長 みなさん、おはようございます。

今日もよろしくお願いいたします。

今日の結果を受けてパブリックコメントになると思いますので、中

身の議論をするのは今日が節目かなと思います。引き続きよろしくお

願いいたします。

事務局 ありがとうございました。

次第に従って議題に入ってまいりますが、座長である千頭先生に議

事の進行をお願いいたします。

千頭座長 はい、よろしくお願いいたします。

最大１１時過ぎくらいまでかと思います。

では、議題は一つです。「次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基

本計画の素案ついて」となっています。主なポイントを中心に事務局

の方でご説明をいただけますでしょうか。よろしくお願いいたしま

す。

東和 ＜資料説明＞（資料１）

千頭座長 はい、ありがとうございました。

全体、特に今回新たにまとめていただいた部分と変更した部分を中

心にご説明いただきました。

あまり細かく区切らなくてもいいかと思いますが、大きく目次を見

ていただきますと、第２章が「ごみ処理の基本計画」、第３章が「食

品ロス削減推進計画」ですので、そこだけ分けていきましょうか。行

ったり来たりしても構いませんが、まずは、第２章まで。目次で言え

ば、４２ページまでのところで、何かご質問なりご意見等ありますで

しょうか。
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鏡山構成員 ３５ページの表１２について、３市協議の中で数字が変わってきま

すというお話が案内の中にも書いてあるのですが、倍近く上がってい

ます。

これは、私の感覚で申し訳ないですが、ずっと色々な数字を積み上

げてきて、前回の数字を作りました。３市で話をしたらこのようにな

ってしまった。瀬戸市があるから、こういうことを言うわけではあり

ませんが、彼らは一生懸命減ることをアピールしたい。当然、ごみの

袋も有料化にしたくはないということからいくと、そういうような外

圧はなかったのかという疑問に思ったことと、これだけの素案ができ

ていますので、この数字をどうのこうのではないのですが、ここまで

大きな数字になったことによって、何か取り組む、重点的にこれを考

えましょうということが追加されたのかということが少し疑問に思

います。当然、減らしていかなければならないということで、誰もが

思っている方向性は一緒ですが、その数字で表された時の頑張り等を

どうやって引き出していくかというところが少し気になりました。

千頭座長 はい、大事なご指摘だと私も思うのですが、今のことに関連して他

の構成員の方、ご意見・ご質問はありますか。

前回までの議論と今日出てきた議論とのギャップと言いますか、差

みたいなもので。

では、一旦事務局からお答えいただけますか。

事務局 はい。まず、第一点といたしまして、瀬戸市の減量値がこちらに関

連しているかといいますと、そういうことではございません。あくま

でも、尾張東部衛生組合の構成市で、それぞれの数字を精査したもの

を出したところ、そういった数字になっているということになります

ので、瀬戸市や長久手市がこの数字だから、この数字にしたというこ

とではないというところでございます。

二点目といたしまして、３８ページからございます「基本施策」を

徹底いたしまして、燃えるごみの中から更に資源になりうるもの、特

に「雑がみ」等、そういったものが多いですので、そういったものの

排出抑制をするだとか、そういったところで再計算をさせていただい

たというところでございます。

鏡山構成員 今のお話の中で紙についてですが、家庭側からすると、ちょっとし

た紙はついつい燃えるごみに入ってしまいます。その分別が中々しに

くいというのもあります。実際に私はやっているのですが、ごみ箱の

横に別の薄い箱を置いて、そこに雑がみを差し込むようにはしていま

す。しかし、個人情報的なものが書かれていると、きれいに細かくた

たんでセロハンテープでグルグルにして燃えるごみに捨てる等して

しまいます。その辺りでいいアイデアや、ちょっとした方法論を出し
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ていただけると、皆さんも変わるところがあるのかなとは感じまし

た。

千頭座長 なるほど。はい、ありがとうございます。

他にいらっしゃいませんか。

尾川構成員 さきほどのお話に関連しているかもしれませんが、やはり分別の徹

底の見直しと、２Ｒ「ごみの減量の推進」を倍増するとおっしゃった

のは、どうしてそうなったかという理由をもう少しお聞きしたいの

と、尾張東部衛生組合からご提案があったのか、そのごみの組成状況

から分別を徹底した方がよいという結果になったのか、もう少し詳し

く教えていただきたいです。

事務局 はい。決して、他市（長久手市・瀬戸市）からの情報を基に計算を

行ったわけではなく、尾張旭市独自の方で計算を行ったという状況で

ございます。特に、私共の市の燃えるごみの組成率等を見ると、まだ

まだ分別ができるようなものがございますので、そういったものを改

めて見直し、その数字を基本計画に反映させたという状況でございま

す。

尾川構成員 ペーパーレス化で、郵便物等も減ってはきていますが、やはり個人

情報が載っている郵便物も多いものですから、住所や数字が記載され

た部分だけ燃えるごみに放り込んでいます。それがいいかは分かりま

せんが、雑がみで出していいのか、それとも新聞と一緒に出してもい

いものかというのが非常にクエスチョンです。前にも申し上げたので

すが、シュレッダーごみがかなり多く、この問題が解決すると、かな

りの量の雑がみになると思います。鏡山さんがおっしゃったようなご

み箱を設定することもできます。本当にペラペラの紙は困っていま

す。徹底という意味では市民の皆さんもそうだと思うので、そういう

ことについて方針と言いますか、こうすればよいというアドバイスを

言ってあげたら分別も進むのではないかと思います。

千頭座長 なるほど。

鶴田構成員 雑がみのことが出たので言いますけれども、前は雑誌はダンボール

に入れて出しても良かったのです。今はダンボールが駄目になって、

この資料の市民の皆さんの意見を聞いても「入れる紙袋がないから出

せない。」とか出ていて、市から家庭に配られている「ごみの出し方」

をみると、雑誌の間に挟んでいいというように書かれていますが、間

違いないですか。

事務局 間違いないです。

鶴田構成員 そうですよね。私それを見て初めて知って、そうなのかと思いまし

た。

あと「集積場所が遠い。」「回数が少ない。」「何に出していいの
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か分からない。」とか、資料編のアンケートを見るといっぱい書いて

あります。例えば、ビールが入っているような薄い、ダンボールより

も小さいものに入れていいのであれば、それにどんどん入れていける

のですが、何か「入れるものが無い。」という意見がすごくたくさん

ありました。その辺はどうなのでしょうか。紙袋に入れて出すにして

も、デパートに行かないような人は、紙袋が無いお家もあるので、そ

れを出しやすいようにされた方がいいという気がします。袋ではいけ

ないのでしょうか。前は紙専用の袋があったかと思うのですが、どう

でしょう。

事務局 はい、そうです。数年前は、おそらく紙の収集用に紙バッグがあっ

たかと思います。私も４月から来てそれを見させていただいて、かな

り在庫があったので、そういったようなものを活用するだとか、また

そういった検討をしていかなければならないとは考えております。

鶴田構成員 雑誌の間に挟んでいいというのも知らなかったです。

事務局 方法論等、そういったＰＲも必要になってきています。

鶴田構成員 確かに、ごみの出し方パンフレットに書いてはあるのですが、この

アンケートの結果を読んでいると、困っている人が多くいました。雑

がみは結構、溜まります。

千頭座長 はい。私からあまり質問をするといけないのかもしれませんが、雑

がみが話題になっているので、１つだけ確認と言いますか、３３ペー

ジの表１１「減量効果を見込んだ燃えるごみ中の資源化可能物の割合

の推計」のところで、今、どれだけごみを減らすことができるかとい

う「９３．５ｇ」の内訳がありますが、例えば「雑がみ」というのが

上から４段目にありますけれども「雑がみ」を右の方へ見ていくと、

薄い緑色の網掛け「各取組での減量」では「６．４ｇ」減らしますと

なっています。この意味は、従来はうっかり燃えるごみに入れていた

雑がみを、きちんと雑がみとして出しましょうという意味での「６．

４ｇ」だと思うのですが、その左側の薄い赤色の網掛け「２Ｒ推進で

の減量」では「５．８ｇ」という、ほぼ同じぐらい出しているのです。

この２Ｒで雑がみはどうやって減らすのですか。要するに、２Ｒ全体

が、前回に比べると大幅に倍になっていますけれども、例えば２Ｒで

雑がみをさらに減らすというのは、どのような取組みを想定されてい

るのでしょうか。

東和 時代の変化によって、紙自体を使わないようなパッケージ等、そう

いうものを選ぶような消費行動を促すとか、先ほどの説明の時にも申

し上げましたように、社会全体の容器包装への取組み等も２Ｒの中に

加味しておりますので、プラスチック製容器包装が小さく・軽くなっ

たように、紙製容器包装等全体が１０年～１５年の間に、もう少し減
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っていくのではないかという想定も含まれております。

千頭座長 そういうご説明だったのですが、それは市民から見たら「ではそこ

は市民が努力しなくていいですね。」「社会全体で、企業側がやって

くれるのですね。」というメッセージに伝わります。それが本当によ

いのかどうかです。要するに、これを倍にしたということは、では市

民の皆さんの努力ではなくて、作る側・売る側の努力でこれだけは減

らしますからという意味に、私は伝わると思います。それでよければ

それでよいです。

東和 今回、削減目標を上げることになりまして、どうしても数字が倍に

なったというところに目がいきがちなのですが、それに対して、市も、

市の努力も倍になるという認識を持っておられます。啓発や企業努力

に加えて、市民の皆様が何を選ぶか・どういう行動をとるか、という

点も含まれます。また、今回のスローガンとして、前回の基本計画は

「考えていこう」というメッセージだったのを、今回は「取り組もう」

という一歩進んだ意思表明をさせていただいております。

千頭座長 それは分かります。しかし、今、私があまりこだわってはいけない

のかもしれませんが、表内の「雑がみ」の上にある「新聞・雑誌・段

ボール」も２Ｒで「４．０ｇ」減らしましょう。雑がみも２Ｒで「５．

８ｇ」減らしましょうと書いてあります。これをすごく市民目線で考

えたら「皆さん新聞をとるのをやめましょう。」ということになりま

す。新聞をとるのをやめたら新聞も減ります。当然、新聞に様々な宣

伝となる雑がみもたくさん入っています。要するに新聞を止めると減

るわけです。ですので、そういうメッセージにも伝わりかねないです。

そこは気をつけないと。言わんとされていることを分かっている上で

言っています。これをどんなふうに、市民の方にメッセージとしてお

伝えするのかということを考えた時に、単純に言えば新聞を減らして

雑がみを減らすためには新聞をとらないのが一番です。明らかに劇的

に減ります。というメッセージではないのだというところをどうやっ

てお伝えするのかなと思って聞いていたのです。今すぐ全部お答えい

ただかなくてもいいのですが、そこは少し気をつけないと、２Ｒで減

らしますということは、分かりやすく言うと「リユース（再利用）」

は難しいです。「雑がみでも広告でもリユースで裏側をメモ書きにし

てください。」という話は今までにありましたが、メモ書きした後は

結局ごみとして出すのですから。新聞はどうするのかといったら、２

Ｒの「リデュース（発生抑制）」と「リユース（再利用）」でどう使

うかといったら、リデュースなのです。リユースではなくて。という

ことは新聞をとらないということです。リデュースということは、実

質的には「リフューズ（拒否する・いらない物はもらわない）」に近
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く、家に持ち込まないということですから、それは新聞をとらないと

いうことになります。

事務局 電子化とかそういった。

千頭座長 ですから、新聞とらないでしょう。実は、私は色んな新聞を電子媒

体で読んでいるのですが、中日新聞は紙媒体で契約をしなければオン

ラインではほぼ読めないです。ということは、紙媒体の契約がいると

いうことです。現実に、電子媒体では中日新聞は読めないのです。

ですので、数字だけを増やしたのは、私はすごく安易だと率直に思

います。お二人にというか、組合に対して言っているのです。

すみません、他の方、ご意見等をどうぞ。

鏡山構成員 今の件で、新聞と雑がみと出たので、義理の父の話なのですが、紙

はいらないからって新聞だけにして広告を入れるなというようなこ

とで、新聞をとっていた時代があります。しかし、それは新聞屋さん

が困りますよね。

千頭座長 はい、そうです。

鏡山構成員 ですので、色々な事業体に対して負荷が掛からないようなことを考

えていくと、非常に難しい問題だなあとは思います。実際にそういう

新聞契約ができるというのは、その時に分かったのですけれども。

千頭座長 できるのですね、そういうことが。

鏡山構成員 実際に義理の父がそれをやっていて、ダイレクトメール等も鬱陶し

いということで、拒否してよい時代もありました。

千頭座長 はい。もう一つだけ言うと、２Ｒでこれを推進するならば、尾張旭

市としてメーカーや販売店に対して容器包装を減らしてくれという

ことを、市としても独自に積極的に働かなかったら、我々、消費者と

したら、スーパーの売り場でトレイがいらないからとレジで外す方も

時々いらっしゃるそうです。それはそれでやはり中々大変なことなの

で、そうすると市として、メーカーや販売店に対して協力を訴えます

よということをどこかに明記しておく必要がないですか。何か２Ｒと

書いてあるけれども、結局、我々消費者にとってどんな行動を求めて

いるのかということをよく落とし込んでみると、何かそこにすごく無

理が生じてしまい、下手したら数字遊びになるような気がします。

鶴田構成員 結局、他責になります。利用者からすると自分の責任ではない。メ

ーカーまでいかなくても、尾張旭市内にある販売店に対しては、こう

いう商品を置いていただけませんかということは可能だと思います。

それが市場になければ仕方がないけれども、その努力というのは、こ

の中では重要になってくるのではないかと考えます。

千頭座長 はい。他はいかがでしょうか。今の話からでも、もちろん構いませ

ん。
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藤村構成員 旅行会社が頻繁に送ってくるチラシですが、その紙を見るとカラー

で固めのカピカピの紙で、どうも雑がみには入らない紙ですよね。必

ず燃えるごみの方に入れて出さないといけないので、もしそれが変わ

るのであれば、いいのになあと思います。年をとってくると、いくら

ネットで見てくださいと言われても、やはり紙ベースで見たほうが分

かりやすいのです。先ほどお話にあったように企業さんの姿勢と言い

ますか、そういうのが変わっていくように国全体が「こういうふうに

変えていってください。」と言われないと、目立つようにすごく派手

なものを送ってこられるので、いつも変わればいいなと思います。

千頭座長 なるほど。私は中日新聞の購読者ではないのですが、中日新聞は、

新聞自体は回収されていますが、いわゆるチラシ類も回収されている

のですか。

鶴田構成員 回収事業者は、チラシも新聞と一緒でいいということになっていま

す。その旅行会社のチラシは雑誌でいいのではないですか。

藤村構成員 私が旅行に行くので、頻繁に送られてきます。

鶴田構成員 カラーですし、雑誌でいいと思います。

藤村構成員 カラーですが雑誌ではなく、大きな紙で頻繁に送ってきたりするの

です。封筒も普通の封筒ではなく、カラーで固めのカピカピの紙なの

で雑がみにはならないですよね。

鶴田構成員 フィルムを剥がせばいいのではないですか。

新田構成員 窓のところにフィルムが貼ってあるので、それを剥がせば雑がみと

して出せます。

藤村構成員 印刷されていて剥がせるような状態ではないので、無理だと思いま

す。

千頭座長 ハガキでコーティングしているのですか。

藤村構成員 ハガキではないです。封筒です。

千頭座長 封筒自体がコーティングしてあるのですか。

鏡山構成員 ビニールみたいな封筒があります。それが印刷で紙なのかどうなの

かわからない材質ですよね。

藤村構成員 はい、そうです。

千頭座長 そういうのもあるのですか。

鏡山構成員 結構、最近、色んなもので、中を開けさせたいがために色んな加工

をしてくるので、中々難しいものがあります。

千頭座長 はい。今の藤村さんの疑問に対して、きちんとした答えを言ってい

ただいた方がいいですね。

尾川構成員 こういう場合はこう出した方がよいというのは聞きたいです。私も

分かっていないので結構難しく、フィルムが貼ってあると雑がみに出

してはいけないとかそういう縛りがあって、今はフィルムではなく
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「出せますよ。」ときちんと書いてある封筒もあるので、そういうも

のは新聞の中に入れて出します。

事務局 私が今想像しているのは、紙を一枚切ってそこに住所等が印刷され

たものが封筒に貼ってあって、雨になると中々剝がれにくい状態のも

のではないでしょうか。

藤村構成員 小さいものではないです。Ａ４用紙が入る大きさです。

事務局 はい、そうです。圧着みたいな状態になっていて、それを剥がすと

中につやつやの紙が出ているようなものですか。

藤村構成員 いいえ、中に入っているのです。広げるとＡ１ぐらいの大きさの紙

がカラーで折りたたんで入ってきているのです。

千頭座長 たぶん、コート紙のイメージされているのかもしれないので、コー

ト紙の場合はどう分別して出せばよいのでしょうか。

事務局 雑がみでいいです。

千頭座長 雑がみでいいのですね。

藤村構成員 そうなのですか。

事務局 私が想像していたものと違っていたので。

藤村構成員 では、今度持ってきます。

千頭座長 それが一番いいです。

鏡山構成員 ここでこれだけ盛り上がるということは、結局、分別の仕方が分か

らないということになります。では、新聞・雑誌・ダンボールまでは

分かりますが、雑がみとなった時に、どっちへ持って行くかというよ

うなことが起きます。例えば、何か分別しにくいものを例題としてあ

げれば、分別促進に繋がるのではないかと思います。実際には考えず

に出すというよりも新聞は分かるから新聞で出し、新聞の折り込み広

告は折り込み広告で別に出しますが、カラー印刷がしてあるので雑誌

と一緒にまとめて出すというように、色が付いているか付いていない

かぐらいの分け方しかしないです。なので、その辺りをきちんと分け

ないといけないのであれば、そういうようなことも広報活動していか

ないと、分別してもらえない。

藤村構成員 それから、家電について最近知ったのですが、炊飯器は「リサイク

ルひろばクルクル」に出せばいいと分かったのです。でも、あの冊子

を見ると燃えないごみへと書いてありますよね。

鶴田構成員 小型家電になります。

藤村構成員 細かく書いてある冊子を見ると燃えないごみと書いてあると思っ

たので、昔は燃えないごみを袋に入れていたのですが、最近、電気の

ものは取り出せるので持ってきてくださいとなっていました。

事務局 できるだけそういったところで出してくださいとは書いておりま

す。
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藤村構成員 多分、知らない人の方が多いのではないかと思います。

鶴田構成員 そういうところに持って行ける人はいいですけれど、持って行けな

い人は仕方がないので、燃えないごみで出している。

藤村構成員 もちろんです。なので、そういうものを回収できるようなシステム

があればいいと思います。

千頭座長 そういったものを目標にも今回、入れさせていただいているところ

があります。

事務局 ３９ページの№７で「小型家電の分別・ルート（集積所）収集の検

討」ということで、将来的にはそういった集積所で収集する等を検討

していこうと、今考えております。

藤村構成員 全面的にもう少し広まらないと、もったいない気がします。

事務局 はい、そうですね。

鏡山構成員 小型家電を燃えないごみで出した時に、ほとんど一晩のうちに無く

なってしまいます。外形が綺麗だとすぐなくなります。

千頭座長 なるほどね。

鏡山構成員 定期的に回っている方がみえる。

新田構成員 どうも外国人のようです。トラックで定期的に、市の回収前に回っ

ています。

鏡山構成員 車の音がしたなと思ったら、大体無くなっている。

千頭座長 それはおそらく、アルミ缶なども同じではないですか。

鏡山構成員 缶もそういう時があります。ガラガラと音がしています。

尾川構成員 大概、大きな袋を持って自転車に乗った人が集めていて「あれは犯

罪になるよ。」と教えてあげたいとは思うのですが。

千頭座長 ある市では実はＧＰＳを付けて、行き先を追いかけることがありま

す。私は使っていませんが、今、簡単にスマホで追いかけることがで

きるのです。ⅰＰＨＯＮだったら簡単に追跡ができます。２，０００

円もあればＧＰＳが買えるので、それを見えないように付けておく

と、スマホで今どこに行っているのかが、すぐ追跡できます。そうい

うことを行ったところもあります。

尾川構成員 話が飛んでしまうかもしれませんが、市民祭等では子どもや若い方

も来られるので、ごみ分別ゲームといったものを行うと、すごく盛り

上がるし、親子でみんなが周知できるのではないでしょうか。

千頭座長 こういうのは、旭ケ丘が色々経験をお持ちではないですか。

新田構成員 はい。先日５日に「がおか探検隊」で、１人アルミ缶を３本持って

きて、投げ入れをしたり、夏には３Ｒのポスターコンクールで今年も

６３名の応募がありました。学校を巻き込んで行っています。

千頭座長 はい。

鏡山構成員 今、ごみ回収スポーツがあります。２、３日前にテレビで見たので
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すが、エリアと時間を決めて、回収して戻ってきて、回収物で点数を

決めるみたいな、もうそれがスポーツとして認知されて始まっている

というところもありますから、先ほど言われたように市民祭で参加者

を募って、商品を決めて、少しエリアを拡大して回収するというのも

企画としては面白いとは思います。

新田構成員 今はやっていないのですが、以前にエコフェスティバルを開催した

時には、パッカー車に来てもらって子どもたちに投げ入れを、実際に

体験させることも行っていました。そういうのは、先ほどおっしゃっ

たように市民祭みたいな催しがあれば、できるのかなあとは思いま

す。

千頭座長 はい。

そうしましたら、食ロス（４３ページ以降）の方も含めて、後半に

ついて何かご意見等、いかがでしょうか。

新田構成員 生ごみの関係でいうと、食べきり・フードロスを減らす等、色々あ

りますが、実際にはこの下にもあるように、生ごみの部分で減らせる

ものはほとんどないです。要するに、全体のごみの量としては燃える

ごみの中にある資源ごみをいかに分別できるかにかかっていると思

います。先ほどもお話が出たように、プラスチック使用製品の検討も

早く進めていただければ、かなり効果はあると思います。先ほどから

議論で出ていますけれども、新聞・雑誌は確実に減っています。資源

にするために我々が回収している新聞や雑誌はこの１０年で半減し

ています。新聞も雑誌もスマホで見れますので。ダンボールは最近、

Amazon等発注する人が増えているので、増えています。圧倒的に新
聞や雑誌の方が減っています。この部分はかなり減っているので、こ

れからはそんな極端には減らないと思います。

市川構成員 この目標が非常に高いところに対して、どう減らしていくか、これ

までの議論と同じになってしまうのですが、市民の働きにしたところ

で限界があるかとは思います。具体的なプラン等が提示されないと取

組みにくいのかなあという感想です。今までもそうでしたが、広報も

含めてその辺で力を入れていく必要があるのかとは思います。

千頭座長 はい、そうですね。

鏡山構成員 今回「食品ロス削減」というのが目玉だと思うのですが、フードド

ライブの認知度ということでアンケートを行うと、５０％近く「ぜひ

寄付したいです。」「機会があれば寄付したいと考えています。」と

いう人がいて、これについて調べてきたことがあります。ファミマフ

ードドライブということで、ファミリーマーケット自体が受付を行っ

ているそうです。今、尾張旭市内には１０店舗であります。ただ、こ

こはフランチャイズなので、経営が違うため、すべて契約ができるか
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は別にしても、その社会福祉協議会が窓口を１ヶ所で開くよりも、１

０ヶ所で２４時間３６５日の受付を行うというようなことの方が、回

収率が上がるのではないかということで、少し検討されてはどうかと

は思います。今回の資料の中に、即盛り込めるものではないですけれ

ども、結局今までの中で中々実行してこなかったことをどうやって改

善するかという一つの案として提案します。テレビで見ていて、実際

には店舗はあくまで回収拠点であり、それに対して協力パートナーと

して、自治体だとかＮＰＯ等社会福祉協議会みたいなところが入る。

今度その下に支援ということで、社会福祉協議会から下の支援という

ところの仕組みはもう出来上がっているわけです。逆に受付側の仕組

みが中々うまくできていない。今回ずっと会議のお話を聞いてきた中

で、フードドライブというのは年２回ぐらいしか開催されていなかっ

たと思います。それが、もっと間口が広くなれば、それなりに集まる

可能性が出てくるのではないかと思い、お話しました。

千頭座長 はい、ありがとうございます。今のお話は、５１ページを見ていた

だくと「フードドライブ」の認知度について書かれています。例えば

選択肢の中で、①と②は全体数としては少ないのですが、③の「機会

があれば寄付したい」はほぼ半分です。本日辛口で申し訳ないですが、

本来ならばアンケートをせっかくとっているのに、この計画の中にア

ンケートの意見をこう活かしましたということが見えないです。いい

例がこれなのですが、市民の方は「機会があれば寄付したい」と回答

されているのだから、それを受けて今回の計画では市としてこういう

機会を作りますということが明記されていれば、市民の方は本当に機

会を活かしてくれます。しかし、聞いただけで「機会があれば寄付し

たい」が半分ですよと終わってしまっているというのは言い過ぎかも

しれませんが、後ろのところを見ても一般的なフードドライブの話は

出てきていますが、市民が思っていらっしゃる「機会」というのを市

としてはどう受け止めましたかというのは、残念ながら見えてこない

です。すごくそれが残念です。

もう一つ言わせていただくと、アンケートの中で正に「分別の仕方

がわからない」というのが何ページにもわたって皆さん書いていまし

た。これに対して市としてはどのように答えられますか。アンケート

をとりました。市民の方から２００も３００も「分別の仕方がわから

ない」という答えがありました。では、市としてはそれに対してこう

いうふうにＰＲをしますとか、これが答えですと言わなかったら、市

民から見たら、アンケートのとりっぱなしです。聞かれただけで、そ

れに対して市は何を答えてくれるのかということになります。絶対、

聞いたからにはこれに対して答えないとだめだと、私は本当に思いま
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す。ぜひともそれはお願いしたいです。

藤村構成員 私は毎回フードドライブに参加し、残っているものっていうのはペ

ットボトルのお茶だとか大体決まっていて、自転車で家からそこのリ

サイクルひろばに持って行くのですが、持って行けない人の方が多い

のではないかと思います。参加したい気持ちはあるけれど、そこまで

持って行くのも面倒くさいという人もいるのではないでしょうか。私

は友達に「フードドライブに出せるものがあればお願いね。」って言

いますが「分かった。じゃあ持って行く。」と言われた人は誰もいな

いもので、何かもっと寄付しやすい体制といいますか、仮に公民館に

行くときについでに持って行くだとか、そういった場所がもう少しあ

ればいいかと考えます。今、お出しするところが２ヶ所しかないです

よね。とにかく少ないので、その目的のためだけに持って行かないと

いけないというのが、躊躇してしまう要因かなと思います。毎回賞味

期限を見ながら、まだ１ヶ月あるなと思いながら出さないといけない

ので、正直、それに出すために別に取っておいたりしています。

千頭座長 先ほど鏡山さんが言われていたファミマの取組は、私はすごく先駆

的だと思うのですが、それを行政として側面から応援するという話は

ないのですか。

事務局 今のところ、そういった話はないですけれども、おっしゃる通り色

んな方面で取組を充実していかなければとは考えております。

千頭座長 でも、これから１０年間の計画ですよ。

事務局 はい。

千頭座長 １０年間の計画の中に、そういう支援というのはもう少し書き込め

る気がします。それこそ、１０年間の間に検討の連続でもいいのです

が、もう少し書き込めるような気もします。

尾川構成員 環境課とは違うのかもしれませんが、知人に子ども食堂のお手伝い

をされている方がいらっしゃって、子ども食堂の材料は近くの農家の

方が余ったからと言って持ち込まれていることもあるそうです。その

仕組みが良くわからないのですが、もしそういうところに持って行っ

てもいいのでしたら、持って行けるのになあと思ったりもするのです

が、どうなのでしょうか。

千頭座長 余ったり、食材の持って行き方・行き先ですかね。

尾川構成員 そうです。畑でも同時期にたくさん採れるし、いただいたりもする

のですが、食べきれないことが多くて、本当にフードロスになってし

まうので、そういうところに少しでもというふうにと思いますし、そ

ういう仕組みがもう少し皆さんに周知していただければいいかと思

います。本当にコンビニで受け付けてくださるのであれば、それはそ

れでいいなと思います。
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千頭座長 何かそこは市の中で、環境局と福祉部局が連携をして何か取組をさ

れていらっしゃるのでしょうか。

事務局 今のところはないです。そういったものについて、研究は今後して

いかないとは考えているところです。ですので、ここで具体的なこと

を示すことができなかったのですが、そういった子ども食堂等への連

携を今後推進していきますということは、少しだけ触れさせてはいた

だいております。今後、研究していかなければ、持ってきていただい

ても使えないとか、色んな事情があります。確かにファミマにカゴが

置いてあったのを私も見かけたことはあります。そのあたりも、今回

には間に合わなかったのですが、もう少し研究をしていきたいという

ことだけは、５８ページの方に記載させていただいております。具体

的には全然進んでいませんので、今後これに限らず、検討・研究をし

ていきたいと考えております。

鏡山構成員 先ほど子ども食堂のお話が出たのですが、フードドライブでファミ

マというのは、結構厳しいのです。というのは、食品の有効期間等で

中々持って行くのが難しい。子ども食堂だからいいではなくて、子ど

も食堂はその日のうちに調理するのであれば、生のものであってもい

いわけです。商品の有効サイクルから考えると、色んなフェーズのも

のが、色んな所に流れるような仕組みを検討する必要性があるのだろ

うなと思います。有効期限が直近のものは子ども食堂へ行くし、長期

である程度配布に時間が掛かってもよいものはフードドライブに行

くというような、色んな段階の仕組みを検討していただくのがいいと

考えます。

千頭座長 はい、そうですね。

他にご意見等はいかがでしょうか。

この「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」の進行管理というのは、

尾張旭市ではどうされているのでしょうか。

事務局 この３８ページにある基本施策について毎年報告します。

千頭座長 現在も、何か審議会等に進捗状況を出されて報告されているのです

か。

事務局 はい、そうです。

千頭座長 そうすると、今のフードロスも検討しますや市の役割はこうですと

色々上がっているのですが、それは毎年「これはできた。」「どこま

でできた。」「まだできていない。」ということを審議会に資料とし

て出されているということですね。

事務局 はい、そうです。

千頭座長 なるほど。

「環境基本計画」も同じように進行管理をされているのですか。
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事務局 はい、そうです。

千頭座長 了解です。

全体を通じて、他にご意見等、いかがでしょうか。

今日の議論を受けて、パブリックコメントに出していくことになる

というふうに思います。

この「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」の３２・３３ページに、

先ほどの減量の数値の表があるのですが、例えば３３ページの表１１

は、まず「２Ｒ推進での減量」があって、その次に「各取組での減量」

があります。ところが、前のページの表１０を見ると、２Ｒの推進は

「ａ、ｂ、ｃ、ｄ」ということで、最後に書かれていますよね。その

上の文章を見ると、（４）のところは①にまず「２Ｒの推進」と書か

れていますよね。これは、やはり私は揃えておいた方がいいと思いま

す。市としてはどちらにまずは一番の重点、あるいは最初に取り組む

のかということの意味でもあるので、どちらがいいか悪いか市の判断

だとは思いますが、そこは揃えておいた方がいいと考えます。少し気

になったところです。

他はどうでしょうか。資料編は資料編なので、事実関係を書いてい

ただいていますけれども、資料編も何か特にお気づきの点があればお

出し下さい。ぜひとも資料編３９ページから４２ページまで、４ペー

ジにわたって出し方がわからないと書いていただいているので、全部

に１対１で答えるのは大変かもしれませんが、ぜひとも例えば広報で

まとめて代表的なもの、あるいはよく誤解されるものについては、こ

うですとお答えいただく特集ページを作るとか、折り込みを入れると

か、ぜひとも考えていただければと思います。

事務局 ホームページで、質問の多かった分別品目について、捨て方を周知

する項目を作らせていただきました。それにプラスして毎月広報に掲

載されるごみ出しカレンダーの上に、プチコラムのような感じで質問

の多い項目について「これは実は～ごみで出してください。」といっ

た記載を行うという周知を始めたところです。

千頭座長 その時、広報の中に市のＷｅｂサイトのＵＲＬをＱＲコードの形で

表示されたりしていますか。

事務局 ごみ分別アプリ「さんあ～る」のＱＲコードは表示しています。

千頭座長 そうですか。今、皆さんスマホで見るので、ぜひとも広報誌のとこ

ろにＱＲコードをふっていただいて、細かい情報はスマホで確認でき

るようにしてもらえれば、すごくいいですよね。

他はいかがでしょうか。

鶴田構成員 先ほども言いましたけれども、この図４でいくと、要望として「回

収場所が遠い。」とか「ペットボトルの中身が入っていたら持って帰
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らない。」となっているのですが、もう少し今よりも回収地点を増や

すとか、回数を増やすとかの検討はされていないのでしょうか。

事務局 本編の方の４０ページの「基本方針３」の「Ｎо.１１」で、「ペッ

トボトル集積所回収についての検討」ということで、今は各集会所や

公民館等で集めていますので、そういったものについては集積所で回

収できるというような検討をしていこうという考えであります。

鶴田構成員 確かに、公民館など、すごく遠いところから持ってこられている方

がたくさんいらっしゃいます。

それからもう一つ、４ページの「図３ 本市におけるごみ処理の担

当範囲」の中の資源ごみの中にプラごみが入っていないのですが「小

型家電等」と書いてあるので「等」の中に入っているとは思うのです

けれども、プラスチックごみは一応資源ごみですよね。週１回も回収

されているのにプラごみが無いのはどうかなあと若干思いました。

「古紙・かん・びん」ですが、週１回必ずプラごみが入っていますか

ら、入れておいた方がいいかと気がします。

千頭座長 プラスチック容器包装のことですよね。

鶴田構成員 はい、そうです。

事務局 追加します。

千頭座長 製品プラスチックは研究ということでしたよね。

事務局 はい、そうです。令和１１年から実施していこうということになっ

ています。

千頭座長 そうですね、書いてありました。

事務局 ３９ページのＮо.３に書いております。

千頭座長 先ほど鶴田さんが言われたペットボトルは、今、業界ではもう足り

なくて、変な話ですが取り合いなのです。ペットツーペットが、結構

進みつつある一方で、ペットを他のものに入れたいという再生プラス

チックの促進の法律もあって、もう業界ではペットが足りなくて困っ

ているという話です。

鶴田構成員 回収してほしいです。

千頭座長 業界としても全量回収したいところなのでしょうけれどね。

鏡山構成員 ペットボトルに関して先ほど集積場所の話があったのですが、戸別

回収というような方向性というのはないのですか。戸別というのは最

低でも通常の燃えるごみと同じぐらいのフェーズでの回収というこ

とで、というのは、どんどん高齢化が進んであちこち行けなくなれば、

最低でも生ごみが出してあるところへは出したいですよね、という感

覚になる。やはり家の近くでもプラスチック容器包装の中にペットボ

トルまでガーっと入れて捨てている、一人でも持ってきてもらえてな

いような状況かなと思います。確かに今って全体的に公共施設の前に



17

しかない状態で、当然管理上の問題からいけば、あのかたちっていう

のは仕方がないというのは理解できますが、瀬戸市は週１回か２回か

ペットボトル回収があります。そういうようなものもペットボトル

も、今後の検討の中には組み入れてほしいです。

千頭座長 はい、そうですね。名古屋市は当然、週１回ペットボトルだけの回

収を行っています。その議論はおそらく、３市で一体的な収集システ

ムを作れば実現が高くなるのかもしれないです。中々、それぞれの市

町が単独で色々な品目を集めていく、お金のコストがかかって、やは

りできないというところは裏にもあるのでしょう。

事務局 ペットボトルについては、今後検討していくように示しておりま

す。

千頭座長 なるほど。

鏡山構成員 今後３市で行うと利権が絡むから色々と面倒なことになる可能性

があります。

千頭座長 おっしゃる通りです。

１点だけ、資料編のアンケートのところですが、やはりアンケート

は頭のところで「調査対象者はどう選んだのか」「どれくらい選んだ

のか」を資料編の１８ページのところに書いておいた方がいいと思い

ます。資料編の入口ページのここでは、回答者の話しか書いていない

ので、そこはぜひとも対象者の選定・抽出の方法や回収率等も書いて

おいた方がいいと考えます。意外と年代が若い方の方が、圧倒的にＷ

ｅｂ回答が多いということでもなくて、割とまんべんなく５０歳代の

方も、場合によっては６０歳代の方もＷｅｂ回答されているなと、私

は思いました。全体が、３割と４割の間くらいで。

他にいかがでしょうか。

アンケート、それぞれ全ての項目についてＷｅｂ回答と郵送回答と

に分けて書かれていて、そういう表示の仕方をされるところはすごく

少ないと思います。よく見るとＷｅｂ回答と郵送回答で選択肢の回答

比率が違う項目がいくつもあって、面白いなと思ったのですが、それ

は何かこの分析をされて興味深かった点があるのでしょうか。Ｗｅｂ

回答する人は、こういう傾向が多いけれども、郵送回答する人はこう

いう傾向が多いとか。折角これだけ全ての項目をグラフ化されている

ので、個人的な分析があったらすごく面白いなとは思ったのです。ま

あ、ここには書けないかもしれないですが。実は、結構、項目によっ

て違っているのです。

鶴田構成員 関心が高いというのはアンケート結果を見て、出たものなのですよ

ね。ごみの意識に関するかどうかはわかりませんけれど。

千頭座長 例えば本文の何ページでしょうか。
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鶴田構成員 意識調査で尾張旭市の市民は関心が高いと、先ほど言われたと思う

のですが、回答した人たちだけで統計をとっているのですか。統計学

はよく分からないのですが、回答している人たちだけで結果を求めて

いるのか、回答していない人も含めて統計をしているのかどうかとい

うことです。

東和 まず、返信があった方の中で興味があると回答された方。その中に

は無回答の方もいらっしゃって、無回答の方の数も含めて統計してい

ます。

鶴田構成員 回答のあった人で１００％ですか。

東和 はい、そうです。１,０００通送って、４００～５００通返ってきた

中で行っています。

鶴田構成員 無回答の人は、全くこの人たちは関心がないということで含まれて

いるけれども、どうも同じような割合でということになるのですか。

東和 はい、そうです。

鶴田構成員 分かりました。

千頭座長 統計学的に見ると、合計回答数の「５８９」というのは、信頼度か

らいくと十分ではない

もう少し。直感的には、もう２００～３００はたぶん必要でしょう

ね。

先ほど質問したのは、発送された調査対象者の年齢別構成がわかっ

ていますよね。受給者証から抽出されているでしょうし。折角だった

ら、年齢別の回答率をほんとは載せていただくといいかと思います

が、どこかに載っていましたか。

東和 資料１８ページに載せています。

千頭座長 これは回答数なので、回収率の方です。例えば、１０代の方の回収

率は５％しかないけれど、７０代の方は半分以上が答えてくれたとか

ですね。年代によって回収率が当然違うわけです。

東和 年齢別の発送数が分からないです。

千頭座長 これは市の方にお聞きしたいのですが、住民基本台帳から抽出され

たのではないのですか。

事務局 住民基本台帳からの無作為抽出です。

千頭座長 だから、住民基本台帳から抽出された時に年齢別の構成というのが

分かるはずです。本来はそれで、発送者・対象者の年齢別構成を抑え

ておき、年齢別にどれくらい回答いただいたか。おそらくは、年齢が

６０代以上の方の方が回収率は高いわけです。全体数が多いだろうけ

ど、回収率も高い。言い換えれば、やはり、１０代・２０代・３０代

の方は、回収率が少ない可能性があって、そうすると鶴田構成員が言

われた、この回答は比較的ごみ問題にも関心を持っている方が答えて



19

いる。いい方向にバイアスがかかっている感じです。

鶴田構成員 そうです。

千頭座長 そこも、ちゃんとどこかでコメントをしておかないと、最初に言わ

れた尾張旭市の市民の方は関心が高いとは、簡単には言えないですよ

という疑問になります。

東和 アンケート調査のサンプル数のことですが、尾張旭市の人口８４,

０００人くらいの調査をする時に、信頼率９５％ということで、必要

なサンプル数が３８３人になっていますので、今回のアンケートの回

収率は統計的には十分な数値となっています。

千頭座長 ３００人で信頼度９５％いけますか。

東和 はい。

千頭座長 はい、分かりました。

東和 これは母数がもっと大きくなっても、あまり増えないものなので、

全体の８０,０００人に対して３００人というのはすごく少ない感じ

がしますけれど、統計的には充足している数字だと思います。

千頭座長 今の信頼度９５％というのは、それは選択肢が２つの場合ですね。

質問の答えの選択肢が「はい」か「いいえ」を想定した場合の信頼度

ですね。

鶴田構成員 １８歳以上というのはどこかに書いているのですか。

東和 今回の基本計画には書いてないです。

鶴田構成員 書いた方がいいと思います。

東和 以前、推進会議での資料には書いていたのですが。

千頭座長 全体のこの流れとすると、今日の議論を受けて、できる範囲で少し

修正していただけるところがあれば、修正をした上で、パブリックコ

メントにかけていくことになると思います。では、段取りと言います

か、今後のスケジュールは「その他」になるかもしれませんが、先に

ご紹介いただけますでしょうか。

事務局 はい。スケジュールとしましては、１１月２７日（月）から１２月

２６日（火）までの１ヶ月をパブリックコメントの期間としまして、

意見の募集をいたします。そのパブリックコメントの意見を踏まえて

最終調整をさせていただきます。

千頭座長 パブリックコメントには、今日、我々が持っているこの資料全体が

出るのですか。この資料編も含めてですか。

事務局 そうです。

千頭座長 はい。何かパブリックコメントのことも含めて、ご意見はありませ

んでしょうか。

どこで見ることができるのでしょうか。もちろん、市のＷｅｂサイ

トでも見れるとは思いますが。
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事務局 あと、公民館でも見ることができます。

千頭座長 はい。なので、できたら皆様方、周りの方に「今、こういうパブリ

ックコメントが始まっているので、見て意見を出してください。」と

お伝えいただけると、すごくいいのですが、極端に少ないとただ単に

パブリックコメントを行っただけという話になるので。多すぎても事

務局が大変でしょうけれども。もちろん、皆様も出すことができます。

鶴田構成員 アンケートの中に「ごみ処理計画に関する認知度」という調査が資

料の２３ページにあって、７０歳以上の人がすごく関心というか知っ

ているという人がすごく多くて、びっくりしました。私はこういうこ

とがあるのは全く知らなくて、この人たちはどうやって知ったのか。

そういう公民館とか行って、知ってらっしゃったのかとは思ったので

す。

事務局 そうですね。半数以上の方が知っているとご回答されています。

千頭座長 この年齢別の棒グラフは、一番上が「知らない」、一番下が「知っ

ている」という話ですね。

鶴田構成員 それでも多いなと思って。

千頭座長 ① と②を足し合わせたら、５５％が知っていると。

千頭座長 では、もうパブリックコメントが再来週、すぐ始まりますので、後

日というわけにはいかないと思います。もし今日の時点でどうしても

ということがあれば、お出しいただいた方がいいかなとは思います

が、よろしいでしょうか。

構成員 （異議なし）

千頭座長 ご協力いただきまして、ありがとうございました。

今、ご案内にあったように、２週間後の月曜日からパブリックコメ

ントありますので、ぜひとも皆様方にご案内いただければと思いま

す。

そうしましたら、そのパブリックコメントに出てきた意見、どれだ

け出るかわかりませんが、それを踏まえたうえで、次回のこの委員会、

最終回になると思います。ご案内をいただけますか。

事務局 はい。パブリックコメントのご意見をいただいたのちに調整をいた

しまして、１月２５日（木）午前１０時から開催を予定しております

ので、よろしくお願いいたします。以上です。

千頭座長 次回が最終回になります。

では皆様方、よろしいでしょうか。

構成員 （異議なし）

千頭座長 はい、では今日はこれで終わりたいと思います。

どうもありがとうございました。


